
東

宗

要

に

就

て

石

橋

誠

道

第

一

本

書

著
邇

の
目

的
及

事

情

東
宗

要
は
記
圭
上
人
の
著
述
の
中
で
も
圭
、こ
し
て
宗
詛
門
下
の
異
流
異
義
に
對
す
る
論
難
批
判
を
目
的

ε
し
、
鎭
西
流

の
正
義
を
發
揮
せ

ん
・こ
努

力
さ

れ
た
著
逋
で
あ
る
。
故
に
其
名
を
淨
土
宗
要
集
ご
名
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
譯
は

宗
組
大
師
入
滅

の
後
、
其
門
葉
は
四
流
五
流
に
分
裂
し
其
他
種
々
の
異
義
異
論
が
起

つ
て
、
自
ら
新
義

を
立
て

㌧
居
る
に
も
關

ら
す
、
互
に
己
れ
の
義
が
相
傳
の
説
で
あ
る
等

-こ
言
つ
て
、
他
の
読
を
排
斥
し
た
爲
に
、
何
れ
が
宗
詛
の
眞
意
で
あ

る
か
、
さ
れ
が
相
傳
の

眞
読
で
あ
る
か
、
殆
ん

さ
識
別
す
る
こ
・こ
の
出
來
な

い
混
亂
歌
態
に
陷

つ
た
。
夫
故
に
何
・こ
か
し
て
之
を
矯
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.こ
考

へ
る
の
は
、
愛
宗
の
念
に
然
る
も
の
去
當
然
の
事
で
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
は
誰
れ
で
も
出
來
る
も
の
で
は
な
い
、
蘊
蓄
あ
る
學
者
で
な
け
れ

ば
到
底

出
來

な
い
相
談
で
あ
る
か
ら
、
慈

心
禮
阿
の
二
師
が
發
起
し
て
記
主
に
藾
ん
で
そ
の
解
决
を
願
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
記
主
は
こ

れ
を
諒

こ
し

て
書
き
記
さ
れ
た
も
の
が

こ
の
東
宗
要
五
卷
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
東
宗
要
は
、

一
面
か
ら
言

へ
ば
各
派
の
教
義
比
較
で
あ
り

又

一
面
か
ら

言

へ
ば
破
邪
顯
正
の
論
議
集
で
あ
る
。

第

二

本

書

著
述

の
年

代

本
書
著
述

の
年
に
就
て
古
來
三
諡
が
あ
る
。
第

一
説
は
、
本
書
は
記
主
の
門
人
慈
心
禮
阿
の
兩
人
が
、
記
主
上
人

に
請

ふ
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、

そ
の
年
代
は
建
治
二
年
の
九
月
、
記
主
上
人
が
鎌
倉
か
ら
京
都
に
來
り
、
嵯
峨
の
大
覺
寺

に
住
居
さ

れ
た
時
の

(
約
十
年
間

京
都
に
佳
す
)
著
遞
で
あ
る
。
即
ち
慈
心
禮
阿
は
昔
し
鎌
倉
に
在
て
、
記
圭
の
座
下
に
於
て
三
年
の
聞
受
學
し
た
が

、
然
し
な
が
ら
未
だ
曾
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て
鎭
西
宗
要

井
に
肝
心
集
等
の
祕
奥
の
書
を
傳
受
し
な
か
つ
た
か
ら
、
當
流
の
義

に
於
て
も
解
决
の
出
來
な

い
瘍
合
が
往

々
で
あ

つ
た
。
夫

故
に
自
他
流
の
義
に
就

い
て
、
明
了
に
解
ら
な
い
處
の
あ
る
の
を
、
甚
だ
殘
念
に
思
ふ
て
ゐ
た
。
然
る
に
記
圭
は
既

に
八
十
歳

に
近
づ

い
て

目
は
暗
く
手
は
振
ひ
、
筆
記
す
る
こ
、こ
さ

へ
困
難
で
あ

つ
た
か
ら
、
二
師
は
途

に
止
む

こ
・こ
を
得
す
、
記
主
の
勞
に
代
つ
て
傳
通
記
等
の
要

義
を
探
取
し
て
、

以
て
五
卷
の
要
集
を
作
り
、
記
王
の
校
訂
を
得
て
、
記
主
の
撰
號
を
お
く
こ
ーこ
を
請
ひ
、
其
題
號

の
命
名
を
願

つ
た
。
そ

こ
で
記
圭
は
能
く

こ
の
書

を
熟
讀
訂
正
し
、
其
撰
號
を
置
き
、
淨
土
宗
要
集

、こ
名
け
ら
れ
尤
。
然
る
に
其
後

二
師
は
、
記
圭
の
著
述
の
肝
心

集
三
卷
あ
る
こ
、こ
を
知
り
、
之
を
讀
ん
で
後
、
前
の
淨
土
宗
要
集
五
卷
の
中
か
ら
二
三
四
卷
を
取
り
除

い
て
、
肝

心
集
三
卷

を
加

へ
て
以
て

五
卷

-こ
し
た
あ
の
が
即
ち
此
の
東
宗
要
で
あ
る
・こ
い
ふ
論
で
あ
る
。
(
東
宗
要
玄
談
)

第

二
説
は
、
本
書

五
卷
は
、
記
王
上
人
が
慈
心
禮
阿
の
二
師
の
講
に
依
の
、
彼
等
の
扶
宗
護
法
の
志
に
感
じ
て
、
自
ら
著
述
さ
れ
た
も
の

で
あ

る
、こ
言
ふ
の

で
あ
る
。
然
る
に
著
述
の
年

、こ
腱
、こ
に
於
て
は
前
読

.こ
異
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
寳
治
二
年
戊
申
の
歳

聖
覺
法
印
の
妹
で
あ
る

淨
意

尼
が
都

に
於
て

入
寂
し
に
。
然
る
に
記
主
は
曾
て
延
應
元
年
の
頃
在
京
の
時
、
淨
意
尼
の
請
に
依

つ
て
、
歸
洛

さ
る
可
き
契
約
が
あ

つ

た
が

、
記
主
は
蘭

束
諸
國
を
經
廻
つ
て
、
廣

く
宗
義
を
講
演
さ
れ
た
爲
め
に
、
其
の
契
約
が
延
引
し
た
。
然
る
に
今
淨
意
尼
の
死
を
聞
い
て

直
ち
に
歸
洛
し
て
追
福
回
向
し
、
併
せ
て
宗
義
を
講
布
さ
れ
た
。
其
時
嗣
法
の
門
人
に
對
し
て
、
竊
か
に
自
他
流
の
立
破
を
舉
げ
て
、
相
傳

の
正

不
を
辯
せ
ら
れ
た
。
門
弟
等
は
聽

く
に
從

つ
て
筆
録
し
た
が
、
或
者
は
初
を
記
し
て
後
を
缺
き
、
或
者
は
後
を
録
し
て
初
を
缺
く
・こ
い

ふ
有
樣
で
、
完
全
に
筆
記
し
た
も
の
は

一
人
も
な
か
つ
た
。
彼
等
は
そ
れ
を
大
に
逶
憾

に
思

つ
た
が
、
其
後
聞
も
な
く
記
圭
は
鎌
倉
に
歸
り

光
明
寺
に
住
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
建
長
元
年
六
月
で
あ

つ
た
。

そ
こ
で
京
都
の
門
弟
は
、
何
卒
し
て
先
き
の
不
足
を
補
ひ
た
い
¶こ
思
つ
た
が
、
嘩こ
う
す
る
こ
ご
も
出
來
な
い
の
で
、
其
後
數
箇
年
を
經
て

慈
心
禮
阿
の
二
師
が
、
文
永
九
年
に
鎌
倉
に
下
つ
て
、
三
年
聞
記
主
の
座
下
に
在

つ
て
受
學
し
、
宗
義
の
肝
要
に
就

て
相
傳
の
正
不
を
請
問

し
た
。
記
主
は
二
師
の
請

に
應
じ
て
自
ら
筆
を
執

つ
て
、
自
他
流

の
立
破
を
判
决
さ
れ
た
も
の
が
こ
の
東
宗
要
五
卷

で
あ
る
ε
い
ふ
説

で
あ
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る
o
(
東
宗
要
玄
談
)

第

三

前

二
説

に
就

て
の
批

判

已

上
の
二
諡
に
就
て
東
宗
要
の
玄
談
に
之
を
批
判
し
て
左

の
如
く
に
言
つ
て
あ
る
。

一
、
ま
つ
第

一
読

に
就
て
建
治
二
年
九
月
、
t1ITi主
か
西
京

に
到
り
大
覺
寺

に
住
し
、
こ
の
時
慈
心
禮
阿
の
二
師

の
請
に
依
て
出
來
た
の
で

あ
る

ーこ
い
ふ
の
は
信
用
が
出
來
な

い
。

こ
の
読
の
本
據
は

左
の
三
處

に
あ
る
,こ
思
ふ
。

1

西
宗
要
本
末
口
傳
鈔
本
九
紙
(
酉
譽
記
)
の
所
に
、
西
宗
要
に
就
て
白
旗
上
人
の
事
を
述
べ
て
云
く
、
建
治

二
年
佐
介
(記
主
)御
上
洛

大
覺
寺
に
住
す
十
箇
年
な
⑥
。
弘
安
九
年
の
秋
の
比
下
向
し
給

へ
り
。
其
の
御
上
洛
の
頃
は
、

此
書

の
御
相
傳
あ

る
可
ら
す
、こ
。

(
己
上
口

傳
鈔
)
然
る
に
此
書

く」
い
ふ
は
西
宗
要
を
指
す
の
で
あ
つ
て
、
東
宗
要

こ
は
何
等
の
關
係
な
し
。
(
立
談
の
評
)

2

淨
土
述
聞
口
决
鈔
下
眷
五
十
六
紙

(
了
譽
著
)
に
云
く
、
佐
介
上
入
御
上
洛
、
廼
ち
慈
心
禮
阿
の
講
に
依
て
、
十
箇
年
在
京
の
後
、

關
東

に
下
向
し
、
佐
介
悟
箕
寺
に
於
て
、
傳
通
記
己
下
の
抄
物
等
を
重
ね
て
之
を
添
削
せ
し
め
、
自
筆
を
以
て
之
を
書
き
置
き
給

へ
り
ε
。

己
上

。

3

望
西
の
著
然
阿
上
人
傳
八
紙
に
云
く
、
建
治
二
年
九
月
よ
り
洛
陽
に
居
る
。
是
に
於
て
衆
入
輻
輳
し
、
津
を
問
ふ
も
の
濟

々
た
り
、

萬
客
稽
首
し
、
行
を
立
て

玉
煌

々
た
り
、
云
云
。
己
上
。

此
等
の
文
を
考

ふ
る
に
慈
心
禮
阿
の
二
師
が
記
圭
の
上
洛
を
請
ふ
た
こ
ご
は
明
か
で
か
る
が
、
東
宗
要
を
請
ふ

た
意
味
は
少
し
も
な
い
。

況
ん

や
叉
口
傳
鈔
の
意
は
、
記
主
上
洛
の
時
に
は
白
旗
上
人
起
西
宗
要
の
御
相
傳
が
な
か
つ
た
こ
・こ
を
記
し
て
居
る

の
に
、
第

}
説
で
は
こ

の
頃
ま
で
慈

心
禮
阿
等
の
東
宗
要
の
相
傳
が
な
か
つ
た
事
、こ
し
て
書

い
て
お
る
。
是
は
大
變
な
間
違
で
は
な
い
か
。

二
、
記
主
頽
齡
の
故
を
以
て
之
を
辭
し
、
二
師
止
む
こ
、こ
を
得
す
記
圭
の
勞

に
代
つ
て
之
を
記
し
て
撰
號
を
記
主

に
講
ふ
た
、こ
い
ふ
事
も

こ
れ

又
信
じ
難

い
読
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
記
主
の
人
、こ
な
り
を
見
る
に
、

法
の
爲
に
人
を
愛
す
る
の
厚

き
こ

ε
は
、
其
の

一
例
を
言

へ

一一一49一



ば
彼

の
在
阿
に
對
す
る
態
度
の
如
き
、
來

問
の
志
に
感
じ
て
餘
寒
の
風
を
も
凌
ぎ
、
頽
齢
の
筆
を
走
ら
せ
て
途
に
决

答
鈔
を
書

い
て
贈
ら
れ

た
で
は
な
い
か
(授
手
印
决
答
受
决
鈔
上
)
。
况
ん
や
多
年
の
入
室
の
弟
子
で
、
專
ら
記
主
の
化
導
を
助
け
た
者
に
於
て
を
や
。

か

つ
叉
深
く
肝
心
集

を
祕
し
て
披
閲
を
許
さ
な
か
つ
た
こ
い
ふ
諡
の
如
き
、
設
ひ
門
人
で
も
、
必
す
其
入
物
を
邏

ぶ
・こ
い
ふ
こ
、こ
は
當
然

で
あ

る
が
、
慈
心
禮
阿
の
如
き
立
派
な
人

に
之
を
傳
授
せ
ぬ
ーこ
い
ふ
や
う
な
理
由
が
き
う
し
て
あ
ら
ふ
か
。

叉
設
ひ
記
主
か
筆
授
を
許
し
て
も
、

一
往
之

を
辭
退
し
て
筆
を
執
ら
な

い
の
が
弟
子
の
禮
で
あ
る
。
彼
の
道
忠
の
如
き
、
既
に
記
主
の
命

を
受
け
て

(類
聚
の
諡
)
群
疑
論
探
要
記
を
書

い
た
が
、
爾
は
相
傳
の
義

、こ
違

つ
た
所
が
あ
つ
た
か
ら

(
三
心
具
不
生
義
等
)
報
夢
鈔
の
中

に
は
入
れ
な
か
つ
た
。
然
る
に
弟
子
が
自
ら
記
主
に
代
つ
て
之
を
述
作
す
る
、こ
い
ふ
や
う
な
馬
鹿
な
事
が
あ
る
も
の
か
。

叉
慈
心
禮
阿
等
の
作
つ
た
書
物

に
記
主
の
撲
號
を
請
ふ
な

hl)
'/1云
ふ
こ
、こ
は
何
事
ぞ
。
實
に
不
敬
の
極
み
で
は
な

い
か
、
然
る
に
二
師
の

人
、こ
な
り
を
見

る
に
、
常
に
愼
み
深

い
人
で
、

か
つ
温
良
敬
謙

な
態
度
を
以
つ
て
、
人
に
接
す
る
人
で
あ
る
。
况
ん

や
其
師
に
對
し
て
は
、

一
暦

謹
愼
で
あ
る
べ
き
筈
だ
。
'是
れ
は
全
く
二
師
の
人
格
を
知
ら
な

い
人
の
附
會
の
読
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
、
傳
通
記
等
の
要
義
を
探
取
し
て
、
以
て
本
審
を
作
つ
た
等

-こ
は
、
是
れ
叉
甚
だ
信
じ
難

い
説
で
あ
る
。
何
故

な
れ
ば
、
類
聚
の
読
に

依

る
に
、
初
め
記
す
る
所
の
宗

要
二
三
四
卷
を
以
て
、
後
に
之
を
傳
通
記
の
中
に
入
れ
た
・こ
記
さ
れ
て
あ
る
。
然
れ
ば
か
の
類
聚
の
意
味
は

こ
の
宗
要
が
先
で
あ

つ
て
、
傳
通
記
か
後
で
あ

る
。
然
る
に
今
こ
の
第

一
読
は
、
傳
通
記
が
先
き
で
、
宗
要
か
後

で
あ
る
。
今

こ
の
二
読
を

對
校
す
る
に
、
全
く
牟
盾
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
但
し
傳
通
記
に
は
、
古
來
三
四
種
が
あ
る
。
今
の
傅
通
記
は
是

れ
夫
再
治
の
本
か
、
或

は
再
治
の
本
か
、
若
く
は
極
再
治
の
本
か

(傳
通
記
の
種
類
を
參
照
せ
よ
)
今
言
ふ
所
の
本
は
、
未
だ
何
れ
の
本
で
あ
る
か
明
了
で
な
い
。

此
等

の
諸
點
か
ら
考

へ
て
、
第

一
諡

は
多
く
諸
文
に
相
違
す
る
こ
・こ
が

明
か
で
あ
る
。
然

れ
ば
こ
の
説
は
正
し
く
な

い
こ
ーこ
は
明
了
で
.
東

宗
要
は
京
都
で
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
筈
で
あ
る
。

次

に
第
二
読
に
就
て
、
今
そ
の
年
、こ
處

、こ
を
考
ふ
る
に
、
能
く
諸
文
に
契
合
し
、
全
く
相
違
の
點
が
な

い
。
然
る
に
或
る
入
疑

つ
て
云
く
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こ
の
第

二
の
読
の
中
に
、
文
永
九
年
に
二
師
か
關
東
に
下
向
し
て
、
三
年
の
聞
受
學
し
た

こ
い
ふ
こ
、こ
は
、
こ
の
論
は
甚
だ
信
ら
れ
な

い
。

其
譯
は
、
傳
燈
總
系
譜

に
依
る
ご
、
慈
心
上
人
は
、
文
永
五
年
七
月
八
日
に
寂
す
,こ
い
ふ
。
然

れ
ば
慈

心
の
歿
後

五
年
で
あ
る
か
ら
、
受
學

し
さ
う
な
筈
が
な
い
。
又
こ
の
第
二
諡
は
、
第

一
読

・こ
違
ふ
の
み
な
ら
す
、
叉
類
聚
の
詮

、こ
も
合
は
な

い
Q
然
れ
ば
何
れ
が
正
し

い
か
、
其

の
論
明
が
願
ひ
た
い
、こ
。

そ
こ
で
予
之
に
餮

へ
て
云
く
、
か
の
總
系
譜
の
読
は
、
未
だ
其
本
據
を
見
な
い
が
、
こ
の
第

二
諡
の
據
り
所
は
、
其
は
確
か
に
あ
る
ーこ
思

ふ
。
そ
は
恐
く
は
白
旗
上
人
の
御
自
筆
の
述
文
誓
文
に
違
ひ
な
い
。
郎
ち
か
の
誓
文
に
云
～
丶

予
初

め
淨
土
宗
に
於

て
、
所
學
の
志
な
し
、

愚
身
下
向
の

(
文
永

八
年
關
東
下
向
)
次
の
年

(
文
永
九
年
)
、
慈
心
禮
阿
下
向
し
て
、
受
學
三
年
の
後

(
文
永
十

一
年
に
當
る
)
上
洛
せ
し

め
畢

ぬ

云
々

(
已
上
御
誓
文
今
現
に
天
照
山
に
あ
り
)
、

こ
れ
確
か
に
其
證
で
あ
る
。
彼
れ
も
此
れ
も
共
に
其
の
證
據
は
あ
る
が
、
彼
れ
は

末
流
の
論
、
此
れ
は
流
組
の
諡
で
あ

る
か
ら
、
叉
取
捨
に
於
て
同
日
の
論

で
な

い
。
但
し
第

一
読
の
體
裁
は
多
く
類
聚
の
意
に
依
つ
た
も

の

で
あ
る
。
其
の
類
聚

の
作
者
は
亦
た
古
の
法
將
で
あ
る

(
諸
記
類
聚
は
、
天
照
山
第
七
世
、
聖
譽
慶
順
で
、
應
永
元
年
の
作
、
冏
師
ご
同
時

の
入
で
あ
る
)
か
ら
、
决

し
て
輕
く
は
考

へ
な
い
が
、
然
し
な
が
ら
今
こ
の
年

-こ
處
-こ
に
合
し
な

い
か
ら
致
し
方
が

な
い
。
彼
の
類
聚

に
云

く
此
宗

要
は
乃
ち
京
都
に
於
τ
、
慈
心
上
人
の
執
筆
で
あ
る
。
是
を
以
て
關
東
の
性
眞
寂
慧
の
二
上
人
は
、
更
ら
に
依
用
さ
れ
な
か
つ
た
・こ

己
上
。

今
こ
の
読
を
調
べ
て
み
る
に
、
大
略
二
の
誤
り
が
あ
る
。
第

一
に
こ
の
宗
要
は
、
决
し
て
京
都
で
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
必
す
關
束

で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
第

一
読
を
評
す

る
下
で
略
ぽ
辯
じ
た
如
く
で
あ

る
。

第

二
に
性
眞
寂
慧

の
二
上
入
が
、

更
に
依
用
し
な
か
つ
た
、こ
い
ふ
こ
・こ
は
、
此
読
は
特
に
宜
し
く
な

い
。
其
譯
は

、
乃
ち
現
行
の
良
榮
の

東
宗
要

の
見
聞
を
見
る
に
、
專
ら
所
釋
に
依

て
始
絡
文
義
を
釋
成
す

(
專
ら
良
心
に
依
り
時
々
性
眞
に
依
る
)
、
坂
下
(白
旗
)
の
所
読
を
引

く
塲
合

は
、
或
は
用
ひ
た
り
用
ひ
な
か
つ
た
り
不
定
で
あ
る
。
然
れ
ば
既
に
昔

か
ら
、
臼
旗
藤
田
の
こ
師

の
東
宗
要
見
聞
が
あ
つ
て
世
聞
に
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行
は
れ
た
r
)
"/Jは
明
か
で
あ
る
。
况
ん

や
ま
た
今
現
に
行
は
れ
て
お
る
當
流
五
卷
の
見
聞
は
(
坂
下
見
聞
ご
稱
す
る
も

の
)
、
全
く
白
旗
箕

田

の
読
に
依
て
見
聞
始
絡
の
義
が
備
は
つ
て

ゐ
る
。
か
㌧
る
點
か
ら
考

へ
て
、
自
旗
藤
田
各
の
か
、
見
聞
を
著
は
し
た

こ
、こ
は
明
臼
で
あ
る
。

然
れ
ば
こ
の
二
上
人
が
、
東
宗
要
を
依
用
し
た
こ
、こ
は
、
全
然
疑
な

い
事
で
あ
る
。
性
眞
寂
慧
の
二
上
入
は
更
ら
に
依
用
し
な
か
つ
た
,こ
い

ふ
読

ご
は
全
く
矛
盾
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
思
ふ
に
是
れ
恐
く
は

一
時
の
傳
説
を
聞

い
て
、
そ
の
ま
㌧
記
し
た
も
の

で
あ
ら
ふ
。
予
不
敏
な

る
も
今

こ
の
講
読

に
於
て
、
竊
か
に
二
上
人
の
爲
に
こ
の
流
言
を

一
洗
し
て
、
舊
來
の
寃
を
.雪
が
ん
噛こ
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
こ
の
二
読
の

正
不
正

に
就
て
、
設
ひ
文
證
な
し
,こ
す
る
も
、
理
長
を
以
て
正
-こ
す
べ
き
に
、
第

二
の
読
は
文
理
共
に
具
は

つ
て
あ

る
か
ら
、
第
二
の
詮

を

正
し
い
、こ
見
て
よ
い
ε
思

ふ
、こ
。
(
已
上
は
玄
談
の
著
者
妙
瑞
の
批
判
で
あ
る
。
)

第

四

東

宗
要

玄

談

の
説

に
就

て
の
疑

點

已
上
玄
談
の
批
評
の
如
く
東
宗
要
は
記
主
自
ら
の
著
述
で
あ
る
・こ
い
ふ
點
に
於
て
別
に
異
論

は
な
い
が
、
然
し
か

の
第
二
読
の
記
事
に
於

て
や

丶
疑
點
が
あ
る
。
そ
は
第
二
論
を
記
す
る
中
に
、

【、中
古
傳
て
言
ふ
、
費
治
二
年

戊
申
の
歳
、
聖
覺
法
印
の
妹
で
あ
る
淨
意
法
尼
が
都

に
於
て
入
寂
し
弛
。
然
る
に
記
王
は
曾
て
延
應
元
年

の
頃
在
京
の
時
、
淨
意
尼
の
請
に
依

て
歸
洛
さ
る
べ
き
契
約
が
あ
つ
た
。
所
が
記
主
は
蘭
束
諸
國
を
經
廻
し
て
、
廣

く
宗
義
を
講
演
さ
れ
た

爲
に
、
其
の
契
約
か
延
引
し
た
。

け
れ
,こ
も
今
淨
意
垢
の
死
を
聞

い
て
直
ち
に
、
歸
洛
し
て
追
福
回
向
し
、
併

せ
て
宗
義
を
講
布
さ
れ
た
。

其
時
嗣

法
の
門
入
に
對
し
て
、
竊
か
に
自
他
流
の
立
破
を
擧
げ
て
、
相
傳
の
正
不
を
辨
ぜ
ら
れ
た
。
云
々
」
。

.こ
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
然
る

に
淨
全
第
十
七
卷
に
收
め
ら
れ
て
あ
る
了
惠
の
然
阿
上
人
傳
を
見
る
に
、
寳
治
二
年
記
主
は
京
都
に
在
つ
て

淨
意
尼

の
請
に
依

つ
て
選
擇
を
講

じ
、
其
読
が
淨
意
尼
の
兄
聖
覺
法
印
の
義
-こ
少
し
も
違
は
な
い
こ
ーこ
を
稱
讃
し
、
か
つ
都

に
留

つ
て
淨
土

弘
通
を
懇
請
し
た
。
然

る
に
記
主
は
後
日
再
び
京
都

に
歸
る
こ
ε
を
約
束
し
て
、
信
州
善
光
寺

に
參
詣
し
、
次

い
て
關
東
諸
國
を
巡
化
さ
れ

九
。
斯
が
淨
意
尼
が
入
寂
し
た
こ
ーこ
を
聞

い
て
記
圭
は
京
都
に
歸
り
、
逍
輻
回
向
し
、
其
後
湘
州
鎌
倉
に
至
り
、
初

は
大
佛
谷
に
住
し
、
後
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に
悟
眞

寺
に
佳
し
た
・こ
記
し
て
あ
る
。

而
し
て
立
談
.こ
然
阿
傳

・こ
の
相
違
は
、
玄
談
は
記
圭
歸
洛
の
約
束

鬪
東
入
を
延
應
元
年
ご
し
、
淨
意
入
寂
の
爲
め
の
記
主
の
歸
洛
を
寳
治

二
年
-こ
す
る
も
、
然
阿
傳
は
記
圭
歸
洛
の
約
束
關
東
入
を
寳
治
二
年
、こ
し
、
淨
意
入
寂
の
爲
の
歸
洛
の
年
號
井
に
鎌

倉
に
下
つ
た
年
號
は
全

く
記
さ
な
い
。
斯
樣
に
相
違

を
生
じ
た
原
因
は
、
玄
談

の
著
者
妙
瑞
が
責
享
版
の
然
阿
傳
を
用
ひ
た
結
果
で
あ
る
こ

ご
は
明
で
あ
る
。
依
て

今
貞
享

版
然
阿
傳
の
記
事
を
表
示
し
立
談
読
ご
の

一
致
を
示
せ
ば

延 建 寶 仁 延

應 長 治 治 應

兀 兀_。 兀 フロ

年
ー

記

主
歸
洛

ラ
約
束

ス
i

一

年
t

記
圭
礬

悟
眞
寺

二
住

ス
L

年
t

淨

意

入
寂

記

圭

入
洛
;
ー
一

年
-

記
圭
鎌
倉
光
明
寺

三
歸
ル
ー

年
l
l

記

主
歸
洛

ラ
約

束

ス
ー

寳

治

二

年
-

淨

意
尼

入
寂
記
主
入
洛
i

建

長

元

年
-

記
主
鎌
倉
光
明
寺

二
歸
ル
ー

1

貞
享
版
然
阿
傳

i

東

宗

要
玄

談

(今

岡
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

の
中
記
圭
上
人
年
譜
考
參
照
)

然

る
に
記
圭
上
人
の
關
東
入
り
は
、
恐
く
は
そ
ん
な
に
早

く
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
ふ
、こ
考

へ
る
。
授
手
印
决
答
受
决
鈔
上
卷

一
紙
等
の
記

事
井
に
金
澤
文
庫
發
見
の
玄
義
分
定
善
義
聞
書
等
か
ら
考

へ
て
も
、
今
岡
教
授
が
記
圭
上
人
年
譜
考

に
於
て
推
定
さ

れ
て
あ
る
や
う
に
、
寶

治
二
年
に
關
東

入
り
弘
長
二
年
頃
始
め
て
鎌
倉
に
入

ら
れ
た
も
の

・こ
考

へ
る
。
今
岡
教

授
の
読
の
如
く
、
貞
享
版
然
阿
傳
は
恐
く
は
鎌
倉

光
明
寺
史
等
の
詮
を
取
入
れ
て
、
記
主
傳
を
修
飾
し
た
も

の
で
は
あ
る
ま

い
か
、
そ
れ
が
爲
に
却
つ
て
種

々
の
談
謬

を
生
じ
た
も
の
、こ
考

へ
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る
o而

し
て
了
慧
の
然
阿
傳
を
見
る
に
、
記
主
は
淨
意
尼
の
入
寂
を
聞
い
て
上
洛
し
、
開
東

に
歸

つ
て
後
に
初

め
て
鎌
倉
に
入
つ
た
ーこ
記
さ
れ

て
あ
る

か
ら
、
若
し
弘
長
二
年
を
鎌
倉
入
の
最
初
亀こ
す
れ
ば
、
賢
治
二
年
か
ら
弘
長

二
年
ま
で
、
約
十
天
年
の
聞
に
於
て
、
三
組
卜
洛
の
出

來
事
が

あ
つ
た
ーこ
言
は
ね
は
な
ら
ぬ
。
然

し
な
が
ら
其
年
月
を
確
か
む
る
史
料
の
未
だ
發
見
さ
れ
な

い
の
は
頗
る
遐
憾

で
あ
る
。

第

五

本

書

の

綱

要

本
書

は
善
導
の
親
經
の
疏

に
就
て
、
宗
要
二
十
四
題
を
執
ら

へ
て
宗
義
の
疑
難
を
論
難
討
究
し
、
以
て
我
宗
の
正
義

を
成
立
せ
ん
、こ
努
め

九
も
の

で
あ

る
。
其
形
式
は
初
に
他
流
の
異
義
を
出
し
て
質
問
し
、
後

に
相
傳

の
正
義
を
出
し
て
次
て
之
を
釋
成
す

る
の
方
法
で
あ

る
。
中

に
は
唯

だ
質
閊
の
み
あ

つ
て
答
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
其
等
は
委
し
く
傳
通
記
井
に
决
疑
鈔
等
に
明
さ
れ
て
あ
る
か
ら

、
そ
れ
に
讓

つ
て
示

さ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
は
傳
通
記
及
び
决
疑

鈔
は
、
幾
度
も
訂
正
せ
ら
れ
て
最
も
完
全
で
あ
る
か
ら
、
此
の
二
書
を

以
て
本
論
-こ
す
る
故
で

あ
る
。
然
れ
ば
傳
通
記

-こ
决
疑
鈔

-こ
を
以
て
本
論
-こ
し
て
、
其
他
の
疏
鈔
を
會
通
せ
よ
ーこ
傳

へ
る
の
が
、
こ
れ
が
當
流

の
相
傳
で
あ
る
。
故

に
了
譽

の
淨

土
述
聞
口
决
鈔
の
下
四
十
紙

に
云
、
叉
諸
鈔
の
中
に
於
て
、
若
し
相
違
あ
ら
ば
、
傳
通
記
决
疑
鈔
を
用

て
本
諡

・こ
し
て
餘
の
鈔

を
曾
す

べ
し
、
此
鈔
記
は
再
治
度

々
に
及

び
、
義
理
文
に
叶

51
か
故
な
の
、
余
の
鈔
等
の
中
に
は
、
且
ら
く
練
磨
の
義

を
舉
ぐ
・こ
い
ふ
べ
し

・こ
。
已

上
。
ま
た
了
譽
の
心
具
决
定
往

生
義
の
三
+
紙
に
云
、
口
傳
に
云
、
五
十
餘
帖

の
中
に
於
て
、
傳
通
記
决
疑

鈔
に
同
き
を
、
是
を
正

-こ
な
す

。へ
し
、
若
し
記
・こ
鈔

、こ
に
違
せ
ば
、
或
は
之
を
取
捨
し
、
或
は
之
を
會
通
す
べ
し
、
然
師
の
御
作
に
於
て
も
、
爾
ほ
此
の
如
し
、
况

ん
や
弟

子
の
述
作
は
同
異
之
を
思

へ
、こ
。
r.　
`
°
此
等

の
文
に
依

つ
て
傳
通
記

・こ
决
疑
鈔
は
我
宗
に
於
て
、
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
、こ

は
明
か
で
あ
る
。

第

六

本

書

の

標

題

.

本
書

の
標
題
を
淨
土
宗
要
宗

ご
い
ふ
の
は
、
恐
く
は
鎭
西
の
淨
土
宗
要
集

か
ら
取

つ
た
も
の
で
あ
る
。
鎭
西
宗
要
本

末
口
傳
鈔
の
初

に
依
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る
に
、
鎭
西
宗
要
は
、
鎭
西
上
人
が
、
法
然
上
人
か
ら
淨
土
の
章
疏
の
講
義
を
聽
き
給
ひ
し
時
、
不
審
を
記
し
、
題

を
あ
げ
て
之
を
蕁
問
し

仰
せ
の
如
く

一
々
筆
録
し
給
ふ
九
も

の
で
あ
る
。
叉
然
阿
上
人
の
相
承
の
時
も
そ
の
通
り
に
、
鎭
西
上
人
の
言
を
然
阿

上
人
が
筆
記
さ
れ
た

の
で
あ

る
。
然
る
に
此
代
に
卷
を
調

へ
て
、
三
租
が
其
の
表
紙
に
、
唯
だ
租
師
,こ
書

い
て
お
か
れ
た
の
み
で
あ
つ
た
が

、
後
に
題
號
舮
宗
要

・こ
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
又
た
宗
要

ざ
い
ふ
言
は
、
既

に
早
く
か
ら
天
台
宗

に
も
用
ひ
ら
れ
た
言
で
あ
る
か
ら
、
其

れ
か
ら
取

つ
た
も
の
ご

も
考

へ
る
こ
,こ
が
出
來
る
。
而
し
て
鎭
西
の
宗
要
に
八
十
の
問
題
が
あ
り
、
記
王
の
宗
要
に
二
十
四
の
問
題
が
あ
る
か
ら
.
合

せ
て

一
百
四

題
、こ
な

る
が
、
共
に
是
れ
我
宗
の
師
資
相
傳
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
淨
土
宗
要
宗
-こ
名
け
た
の
だ
。
而
し
て
共

に
淨
土
宗
要
集
こ
て
そ

の
名
が

混
同
す
る
爲
に
、

一
を
鎭
西
宗
要
、
若
く
は
西
宗
要
ご
稱
し
、
他
を
鎌
倉
宗
要
又
は
東
宗
要
・こ
稱

へ
た
の
で
あ

ろ
。

第
七

東

宗

要

ご
肝

心

集

ざ
の
關

係

東
宗

要
-こ
肝
心
集
・こ
の
關
係
に
就

て
は
古
來
二
諡
が
あ
る
。
初
に
良
榮
の
束
宗
要
見
聞
の

一
初
紙
に
云
、
然
阿
上
人
此
宗
要
を
作
り
、
叉

肝
心
集

三
卷
を
製

し
、
祕
藏
し
て
近

年
に
至
る
ま
で
之
を
披
露
せ
す
、
五
卷
の
宗
要
の
二
三
四
の
三
卷
は
是
れ
か
の
肝

心
集
な
り
ーこ
。
己
L

次
に
類
聚
の
論

に
云
く
、
導
師
の
疏

に
就
て
論
議
五
卷
あ
り
、
題
し
て
宗
要
集

、こ
號
す
。
叉
淨
土
宗
粟
肝

心
集
三
卷
あ
り
、
之
を
合
す
れ
ば

八
卷
こ
な
る
。
然

る
に
其
の
宗
要
五
卷
の
中
の
初
・こ
後
・こ
の
二
卷
は
、
全
く
之
を
さ
し
置
い
て
、
中
聞

の
二
三
四
卷
を
除
出
し
て
、
か
の
肝

心
集
三
卷
を
取
り
入
れ
て
、

°合

し
て
五
卷
ご
せ
り
、
而
し
て
そ
の
除
去
し
た
る
二
三
四
卷
の
文
ば
、
後

に
之
を
傳
通
記

の
中
に
入
る
・こ
。
已

卜
。
而
し
て
其
肝
心
集
な
る
も
の
は
寫

本
・こ
し
て
世
に
行
は
れ
、
本
校
に
今

一
本
を
藏
す
。

第

八

本

書

の

末

書

本
書

の
末
書

ご
し
て
は
最
初
に
白
旗
見
聞
ご
藤
田
の
見
聞
・こ
が
あ

つ
た
が
、
そ
の
外
別
に
大
し
た
も
の
は
な
い
や

う
で
あ
る
。
今
現
存
す

る
本
書

の
末
書
ご
し
て
五
卷
見
聞

、こ
+
卷
見
聞
ご
が
あ
る
が
、
そ
の
中
五
卷
見
聞
は
、
白
旗
井
に
箕
田
の
所
詮

を
聯

い
て
釋
成
さ
れ
て
あ
る

一一55-一



も
の
で
、
全
く
當
流
の
諡
に

一
致
し
て
あ
る
か
ら
、
本
宗
の
學
者
の
最
も
尊
重
す
所
で
あ
り
、

一
般
に
之
を
坂
下
見
聞

・こ
呼
ん
で
お
る
。
唯

'y-'
1
箇

所

(
第

一
卷
七
十
紙
)
菩
提
心
を
繹
す
る
中
に
、
や

」
問
題
・こ
な
る
記
事
が
あ
る
が
然
し
大
し
た
こ
ーこ
で
は
な

い
。
思
ふ
に
此
の
見

聞
は
白
旗
箕
田
・こ
相
傳

へ
た
も
の
で
、
本
書
を
釋
す

る
上
に
於
て
、
最
も
貴
重
な
寶
興
で
あ
る
。

次
に
+
卷
見
聞
は
叉
名
越
見
聞
、
良
榮
見
聞
等
ご
稱
し
、
大
澤
の
良
榮
の
集
め
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
此
見
聞
は
主

、こ
し
て
藤
田
の
見
聞

を
引

い
て
、
次
で
文
義
を
繹
成
し
、
時
々
己
れ
の
意
見
を
加

へ
て
以
て
新
義

を
發
表
し
、
更
ら
に
白
旗
見
聞
を
引
い
て
次
で
其
義
を
評
樺
し

て
あ
る
。
而
し
て
文
義
を
繹
す
上
に
於
て
か
の

五
卷
見
聞

に
比
較
し
て
頗
る
詳
細
に
明
さ
れ
て
あ
る
。
但
し

一
念
業
成
等
の
義
が

あ
つ
て
、

や

玉
當
流
-こ
異
る
點
が
あ
る
。
思

ふ
に
藤
田
見
聞

を
中
心
・こ
し
て
、
集
大
成
し
九
も
の
で
あ
ら
ふ
。
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